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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

『よしか　いいものギフトセット』お披露目会開催

　吉賀町商工会女性部長の山脇裕子（やまわき　ゆうこ）さん、副部長の松前佳津子（まつま

え　かつこ）さん、水津君代（すいづ　きみよ）さんが、１０月１３日に表敬訪問され、『よし

か　いいものギフトセット』をお披露目されました。

　商工会女性部の皆さんは、『商工会本所にも協力していただき、吉賀のいいものを集めたギフ

トセットを作りました。また、吉賀町出身の写真家・七咲友梨さんに写真をお願いし、地元のも

のを宣伝したいという気持ちが表れたパンフレットも出来上がりました。今後も力を合わせて地

元のものを宣伝していきたい。』と力強く語られました。

　そして、『商品の形態を変えるだけでも対応が難しい事業者さんもおられるので、商品開発も

含め吉賀町にもご協力をいただいて一緒に行っていきたい。』と特産品を作る難しさも話されま

した。

　岩本町長からは、『ふるさと納税の返礼品や県外への訪問時に手土産として使わせていただき

たい。』と感謝の言葉が送られました。

　パンフレット・注文書は、商工会、役場に置いてありますので、町外にお住まいの友人、知人

の方々に送られてみてはいかがでしょうか？

左から山脇さん、岩本町長、松前さん、水津さん
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山川の恵みを肴に呑む　晩酌セット

・棚田の米焼酎「かきのきむら」

・ベビィ椎茸のピクルス

・高津川の天然鮎

・クラフトビール

「山椒ホワイト」

「柿木ブルーベリーエール」

吉賀町米の食べくらべ　ごはんセット

・お米食べくらべ

・しゃぶしゃぶもち

・うめぼし

・ゴーヤ佃煮

・ゆずみそ

茶の郷の日本茶とお菓子　ティータイムセット

神楽茶「煎茶」「和紅茶」

米サブレ・和クッキー

銘菓「きんさいみんさい

焼きこおりもち

ギフトセットへのお問合せ

吉賀町商工会女性部

電話　７９－２２３９
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サル、イノシシ等の被害防止

対策への補助金があります。

★農作物等の鳥獣被害防止対策（電気柵、ネットなど）の補助金

★イノシシ等の被害にあった畦畔修繕の補助金

○吉賀町農作物等獣被害防止対策事業費補助金（一部抜粋）

補助対象 交付の率 （金額） 交付の限度額

★鳥獣から農林作物を守るための

防護柵及び電気牧柵等の資材費

（中山間地域等直接支払制度の協

定農地は除く。）

個人の場合は資材費の3分の 1以内

集落 （3 戸以上） の場合は資材費の

3分の2以内(1,000円未満切捨て)
2,000円／m

★イノシシ等の被害にあった畦畔の

修繕費。 ただし、 町内の事業者が

実施した場合であって、 総事業費

が5万円以上の事業

補助対象経費の2分の1以内(1,000

円未満切捨て )

1 対 象 者 あ た り　

150,000円／年1回

注　意　点

（１）電気柵等の資材購入や修繕工事の前に役場産業課へ事前申請が必要です（事前申請がなく

購入及び着工された場合、補助金の対象外となります）。

（２）中山間地域等直接支払制度の協定農地は対象外となります。（防護柵、電気柵）

（３）町税等に滞納がある場合は対象外となります。

補助金の申請、電気柵の設置等についてお気軽にご相談ください。

問合せ先：吉賀町役場産業課　鳥獣担当　ＴＥＬ０８５６－７９－２２１３
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吉賀町でもツキノワグマの目撃情報が増えています。ツキノワグマは人とばったり出会うと、

自身や子グマを守るために攻撃することがあります

１．ツキノワグマに出会わないために、出会ってしまったら。

★出会わないために。

①農作業やウォーキングなど１人で行動しない。クマ鈴など

音のなるものを身につける。

　クマの聞こえやすい高い音を出して人間の存在を知らせ、

突発的な出会いを防ぎましょう。

②早朝夕暮れ夜間は注意。

　人の活動が落ち着いていて、クマが活発に動く時間帯です！

★もし出会ってしまったら。

①ゆっくり後ずさりして、慌てず、静かにその場を離れましょう。背中を向けて走って逃げると、

追いかけてくることがあります。

②子グマを見かけた場合は、近くに親グマがいる可能性があります。速やかに立ち去りましょう。

③クマから攻撃を加えられそうになった場合、受けるケガを最小限にすることが大事です。首、

腹部、顔を守るために、両手を首の後ろに回し、うつ伏せになるなどの方法があります。

２．ツキノワグマによる被害の対策

①餌になる果樹等については、電気柵やトタンを巻きましょう。

　クマによる被害は、餌を食べようとして起こるものがほとんどです。

②利用しない果樹は除去しましょう。

　集落内で利用されることなく実り続ける柿などの果樹は、クマをはじめとする鳥獣を呼び寄せ

るエサとなっています。不要な果樹は集落で話し合い除去することで、クマも寄り付かなくなり

ます。

③生ゴミや野菜・果実の廃棄残さ等は適切に処理すること。

　生ごみを入れたコンポストはクマを誘引するため、電気柵等で対策を行うか使用しないことを

お勧めします。ごみ出しもできるだけ収集の直前に行いましょう。

④草刈りをして、隠れ場所をなくす。

　集落で草が生い茂っている場所は、クマをはじめとする動物の隠れ場所にもなっています。

問合せ先：吉賀町役場産業課　鳥獣担当　ＴＥＬ０８５６-７９-２２１３

クマに注意！

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ
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除雪についてのお願い

　吉賀町、島根県では冬期における道路交通の安全を確保するため、町内の町道及び国、県道約

２００㎞について、除雪を行なっております。

　除雪作業の際に道路上への私物の放置、路上駐車等は、除雪作業の支障となりますので事前に撤

去、移動等皆様のご協力お願いします。また、道路に覆い被さるような樹木等については、事前に

各家庭で伐採等処分をお願いします。降雪により、道路管理上支障となった立竹木については、除

雪作業の際に伐採、処分させていただくことがありますので、予めご了承下さい。

　道路の凍結の恐れがある箇所については、凍結防止剤を配置しています。お近くの各家庭におい

て散布していただきますようお願いします。

　凍結防止剤のなくなったところや、新たに設置してほしい箇所については、連絡をしていただけ

れば配置します。

　除雪作業についてのお問い合わせは、混乱を避けるため各自治会長を通じて取りまとめ連絡をお

願いします。除雪作業後は、雪の塊等によりご迷惑をおかけすることが多いかと思いますが、除雪

の主旨をご理解いただき、除雪作業が円滑に行なえるようご協力をお願いします。

問い合わせは、町道は、吉賀町役場  建設水道課　７９－２２１２

　　　　　　　国道・県道は、島根県津和野土木事業所　維持係　７２－０５３２

　　規制期間　　令和５年１２月１５日 ( 金 )　　８ ： ００から

　　　　　　　　　　令和６年　３月１５日 ( 金）　１７ ： ００まで （終日）　
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　トイレの水。お風呂のお湯。毎日の中で何気なく流している、この水たちは一体、どこへ行くの

でしょうか。

　今回のテーマは下水道です。下水区域にお住まいだけど、まだ繋いでない方。今の生活環境につ

いて改めて考えてみませんか。

■下水道とは？■

　下水道は、ご家庭の台所、お風呂、トイレなどから出る「汚水」や、工場や事業所から出る「排

水」を下水道管に流し集めて、処理場でまとめて浄化するものです。吉賀町の下水道も昼夜を問わ

ず、汚れた水を綺麗な水に蘇らせています。そして、皆様の暮らしや豊かな高津川を守っています。

■下水道への高いハードル■

　まず、「接続したくてもウチまで下水道が来ていない」という下水道区域外の方には大変申し訳

なく感じているところです。下水道区域の拡張には地域のご理解と多額の工事費が必要なため、吉

賀町全域を今からカバーしていくことは極めて難しい状況です。

　区域内の方からも「汲み取りだが、家が古く、子どもが家に戻る予定もない ｣、「年金生活で無

理して高額な工事はできない」などのお声を頂くこともあります。確かに下水道に繋ぐには業者へ

の接続工事費 +役場への負担金２０万円、その後も下水道使用料のご負担があります。経済的な負

担感を感じられるのは仕方がない面もあります。

■こんなにあります！下水道のメリット！！■

　それでも、下水道区域にお住まいの方が接続するメリットは沢山あります。

　最初に汲み取りから下水道へ切り替える場合で考えてみましょう。

　まず、汲み取りの手配も必要なくなります。下水道なら急に家を空けることになった場合でもハ

エや害虫が湧く心配もなく安心です。

　また、悪臭の心配がなくなります。汲み取りトイレの臭い、慣れていても良い気持ちにはなりま

せん。もしかすると、水洗化することでお子さんやお孫さんの帰省の頻度も増えるかもしれません。

次に浄化槽から下水道へ切り替える場合はどうでしょうか。

　こちらは清掃のメンテナンスや法定検査を受ける必要が無くなるメリットがあります。数カ月毎

や年に１回の手続きだと前にやった時のことを忘れ、負担感を感じることはありませんか？下水道

ではそういった悩みから解放されます。

　また、浄化槽では維持管理費や電気代などの保守管理が必要で、支払先もバラバラです。下水道

に接続すると支払先は役場だけとなり、家計の管理もしやすくなります。さらに口座振替にしてお

けば払いに行く手間も省けて一石二鳥です。

　その他のメリットとして、ブロアーのモーター音が無くなる、モーター交換費用が不要になる、

敷地内の浄化槽設置スペースが下水の公共桝になることで省スペースが図れる、なども挙げられま

す。

■繋げよう！繋げよう！！下水道■

　今回のコラムはいかがでしたか？

  下水道は、施設を作っただけでは意味がありません。住民のみなさまが接続し、利用することで

初めて効果が得られます。下水道の耐用年数は５０年と言われています。この年限で下水道の効果

を最大限に得るには、やはり、より多くの皆様に使っていただくことが一番です。

　建設水道課では、今後も下水道の啓発と普及に努めてまいります。皆様におかれましても、ご理

解とご協力をお願いします。

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

上下水道コラム　　★下水道に繋いでみませんか？★
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小 学 校 で 出 前 授 業 を 実 施

　１０月２６日に六日市小学校からの依頼により消防団に関する出前授業を行いました。

　小学３年生を対象に、消防団の活動に関すること、消防施設と資機材について、学校内の消防施

設を見て回るなどの内容で行いました。子供たちは防災や消防のことなどをしっかり勉強しており、

説明する中で先に答えられてしまう事もありました。

　子どもたちに消防団や防災のことを知ってもらえること、とてもありがたいと思い、この先、消

防や防災の担い手になる子がいるかも。と、楽しみにしています。

～使用したスライドの抜粋～

◆消防団長の任命について

　任期満了に伴い、吉賀町消防団より推薦を受けた河野団長に辞令が交付されました。

　【任命】　令和５年１０月１日付け

　吉賀町消防団　団長　　河野　安秀　

　任期　２年 (令和５年１０月１日～令和７年９月３０日 )

　今回で、２期目となる河野団長は消防団に入団され、今年で３７年目になります。これまで柿木

村時代から長き渡り地域の防災活動に尽力して頂いているところですが、団長の任を続投して頂け

るとご決断して頂きました。これからも益々のご活躍をご期待いたします。

　吉賀町消防団では、このように訓練や取り組み、地域の安心、安全のために活動をしています。

地域の防災力向上につながる消防団活動にあなたも参加してみませんか？ 

　消防団に関するお問合せ・入団のお申込みは

〒699-5513　島根県鹿足郡吉賀町六日市７５０番地

　　　　　　　　　　　　吉賀町役場総務課　消防担当

　　　　　　　　　　　　電話 ： 0856-77-1111 （代表）　ﾌｧｯｸｽ ： 0856-77-1891

　　　　　　　　　　　　E-mail ： somu@town.yoshika.lg.jp
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環境情報　我が家でできる節電方法（暖房編）

益田税務署からのお知らせ

　冬の節電の基本は“寒い時は着る”、“過度に暖房機器に頼らない”ことです。暖房に頼りすぎな

いためには、暖房効果を上げ、暖かい空気を逃さないことが大切。ただし、ガスや石油を燃焼する

タイプの暖房を使用する際にはこまめに換気をしてください。

〇１２の節電方法

①暖房の設定温度は 20℃を目安に
⑦電気カーペットは人のいない部分を暖めない

※電気カーペットには分割して暖める機能があります

②こたつ布団に上掛けと敷布団をあわせて使う ⑧カーディガンやひざかけ、靴下で体感温度をアップ

③こたつの設定温度を低めに ⑨就寝時に湯たんぽを活用する

④電気カーペットは部屋の大きさにあわせて選ぶ
⑩窓にカーテンをかける

※カーテンの丈が窓枠よりも長い方が冷気を抑えられます

⑤電気カーペットは設定温度を低めに
⑪暖房は寝る前や外出前に切る

※暖房の電源を切ってもすぐに部屋の温度は低くなりません

⑥電気カーペットは断熱マットで効率アップ

※電気カーペットを床にじかに敷くと、熱が床に逃げます
⑫ストレッチなど軽い運動で血行を良くする

　一般的に、冬は一年で最も電気を多く使用する季節です。エアコンやこたつ、電気カーペットな

どによる電気使用量を抑え、節電に心がけましょう！
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特別国民体育大会　鹿児島大会へ出場

　吉賀高等学校２年の加藤那菜さんが、鹿児島国体の少年女子テニス競技に、

町内出身で大社高等学校２年の水津拓郎さんが少年男子サッカー競技に島根

県代表として選出されました。１０月２日に加藤さん、同月５日に水津さん

が表敬訪問され、岩本町長から激励の言葉が送られました。また、町内出身

で高川学園高等学校３年の海津碧さんが少年男子バレーボール競技に山口県

代表として選出されました。

　上記の大会は競技によって開催日や開催地は異なりますが、３名が出場さ

れる競技は、１０月７日から１７日にかけて、鹿児島県で開催されました。

　加藤さんは、３回戦まで勝ち進み、ベスト１６

入賞を果たされました。水津さんは、１回戦で北

海道代表チームと対戦し、惜しくも２対０で敗れ

ました。海津さんは、エースとして試合に貢献し、

１２年ぶり３度目の優勝を勝ち取りました。

　加藤さん、水津さん、海津さんの今後のご活躍

をお祈りします。

写真（左）加藤那菜さん

 （右）岩本町長

写真（左）水津拓朗さん

 （右）岩本町長
海津　碧さん

雪道の運転に備えて早めの

冬用タイヤの装着やチェーンの用意を！

　冬の道路は、どこで積雪や凍結しているか分かりません。

　早めの冬用タイヤ装着や、チェーンの携行をお願いします。

　国土交通省浜田河川国道事務所のホームページでは、道路に設置しているライブカメラの画像

をリアルタイムで配信しています。

　また、冬季はＳＮＳにおいても道路情報を発信する予定です。

（http://road21.jp/pc/index2.htm）

問合せ先　　国土交通省浜田河川国道事務所

　　　　　　　　　　　　　　 ☎ ０ ８ ５ ５ － ２ ２ － ２ ４ ８ ０

浜田河川国道事務所

公式 X（旧 twitter）
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ねんりんピック愛顔 (えがお )のえひめ２０２３へ出場

　吉賀町の橋本俊郎さん、見川文孝さん、坂田紀之さん、堀本弘志さんが、１０月２８日から３０

日に愛媛県で開催された、ねんりんピック愛顔のえひめ２０２３のサッカー競技に島根県代表とし

て選出され、同月２０日に表敬訪問されました。

　橋本さんは、「肩の力を抜いて、全力で頑張りたい」、見川さんは、「ケガはしないように楽しみ

たい」、坂田さんは、「ケガをせず、楽しんでいきたい」、堀本さんは、「とにかく楽しんで頑張りた

い」と意気込みを語られました。

　結果は、１勝２分けで見事銀メダルを勝ち取りま

した。

　ねんりんピックは、６０歳以上の方々を中心とす

る、スポーツ・文化・健康と福祉等の総合的な大会

です。

　橋本さん、見川さん、坂田さん、堀本さんの健闘

をたたえます。

　吉賀町駅伝大会が１０月２９日（日）開催されました。

　旧蔵木中学校から吉賀中学校までの６区間、１６．７ｋｍを１１チームが駆け抜けました。

　開会式では選手を代表し「七日市スポ少野球部ＯＢ連合」の村上湊音（むらかみみなと）さんが

元気よく選手宣誓をし、その後スタートしました。

　結果は、優勝「山吹塾ブルー」準優勝「チーム本広」３位「紫逅倶楽部アモーレ」となりました

が、小学生から大人まですべての選手が一所懸命に走る姿に沿道からも多くの声援が送られていま

した。

　また当日は多くの方に大会スタッフとして大

会を支えていただきました。皆様のお陰で無事

に全チームが完走することができました。紙面

を借りてお礼申し上げます。

　※大会結果は吉賀町のＨＰをご覧ください。

（トップ＞暮らし＞教育＞イベント＞第１９回吉

賀町駅伝大会）

第１９回吉賀町駅伝大会

令和５年１１月１日付の人事異動は以下の通りです。

ＮＯ． 氏名
新 旧

備考
所属 職名 所属 職名

１ 石川　靖子 保健福祉課 課長補佐 総務課 統括主幹 配置換・昇格

２ 角野　未莉 総務課 主事補 柿木地域振興室 主事補 配置換

吉賀町人事異動について
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　１０月３日 ( 火 ) ～６日 ( 金 ) にかけて、吉賀高校の１年生が東京研修を行いました。支援室か

らは３人のコーディネーターが引率として参加しました。

　２日目には、夏に「大学生交流２０２３」で吉賀町に来ていただいた、青山学院大学、法政大学、

桜美林大学の先生や学生さんと一緒に東京都内でフィールドワークを行いました。久しぶりの再会

に、みな嬉しそうでした。夏に吉賀町で行った時と同じグループとなり、大学生にアテンドされな

がら、東京で活動する事業者さんへのインタビューを行ったり、自分たちの活動へのアドバイスを

いただいたりしました。そのあとは青山学院大学に集合し、フィールドワークのふり返りを実施し

ました。１１月には、オンラインにて再び交流を行う予定です。

　このほかにも、東京スカイツリーや東京ディズニーランド、上野動物園など首都圏各地を巡りま

した。生徒たちは、なかなか訪れることのない首都東京で様々なことを感じたと思います。今回の

経験を、今後に活かしてもらいたいと思

　待ちに待った東京研修

　夏に来町した大学生と再会しました！
吉高賀校支援室だより

　１０月２８日（土）真田グラウンド“よしかみらい” にて吉賀町サッカー連盟主催「吉賀町職域

サッカー大会」が開催されました。

　職場や友人グループ等でチームを組み交流ゲームをする大会で、吉賀町内外のサッカー愛好者と

楽しい交流を図ることが出来た貴重な時間となりました。

　当日は天候にも恵まれ心地よい秋夜の下、懸

命にボールを追う熱のこもったプレーが繰り広

げられ、珍プレーあり好プレーありで大変盛り

上がった試合内容となりました。

　参加者の皆さん、ご協力いただいた皆さん、

大変ありがとうございました。

吉賀町サッカー連盟主催　吉賀町職域サッカー大会　

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ
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デンマークの学生が吉賀町で学ぶ

　デンマーク王立芸術大学アカデミー建築学部の生徒２０人と教員２人が、バチェラーという卒業

試験のために、旧柿木中学校の「HEKICHI　KAKINOKI」で、９月の終わりから３週間滞在されました。

滞在中には吉賀町の自然に触れられ、住民の方々とも交流されました。

　１０月６日には岩本町長も、学生たちと交流をしました。交流の中で「人が優しく、環境が豊か

で楽しい。ゆっくり生活ができて落ち着きやすい。」「柿木は一番ゆっくりできるところ」「デンマー

クには山や川が少ないため、吉賀町の大きな山や川を見て感動した」などと話がでていました。

　宿泊先の部屋には吉賀町の自然や建物の写真が約４００枚ほど貼られており、吉賀町を満喫され

ている様子が伝わってきました。

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

人権の花運動は、今から約４０年

前から続いています。子どもたち

に、協力して花を育ててもらうこ

とで、やさしさと思いやりの心を

育ててもらうことが目的です。今

年も、町内のすべての小中学校で

取り組みました。

　児童・生徒のみなさんに「人権の花運動」に取り組んでもらうために、１０月３日から１０月２７日の

間に人権擁護委員の斎藤美千代さん、斎藤明久さん、吉中力さん、朋澤融智さんが町内全ての小中学校を

訪問し、ビオラの苗とチューリップの球根・鉢植えを手渡しました。友達と協力しながら花を植えること

ができました。どうしたらきれいに見栄え良くなるのか、花の植え方を相談しあっている姿が見られまし

た。子供達の元気な笑顔と共にきれいな花が咲いて欲しいと思います。

　さて、１２月４日～１２月１０日は人権週間です。みなさんが命の尊さや大切さ、人権について考える

きっかけになればと思います。

柿木小学校　２年生 七日市小学校　全校児童 蔵木小学校　１・２年生

朝倉小学校　全校児童 六日市小学校　６年生

吉賀中学校　生徒会執行部 柿木中学校　全校生徒 六日市中学校　環境福祉委員

人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもる君

人権イメージキャラクター

人ＫＥＮあゆみちゃん

さかせよう　
じんけんの花
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　９月１５日の老人の日の記念行事として、今年度中に１００歳を迎えられる「大正１２年４月１日から

大正１３年３月３１日」生まれの高齢者の方に対し、内閣総理大臣からのお祝い状と記念品を岩本町長が

ご本人またはご家族へ伝達しました。

　今年度の対象者は１２名で次の方々になります。なお、紙面の都合上受賞者ご本人へ伝達した写真のみ

掲載しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５０音順、敬称略）

　また、１００歳以上の高齢者数は吉賀町では２４名（Ｒ５. ９. １現在）となっており、人口１０万人

当たり１００歳以上高齢者数が島根県内で第１位となっています。

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

１００歳高齢者に対してお祝い状及び記念品が伝達されました

有田　トヨ子 （六日市） 谷口　政子 （九郎原） 藤井　ヨシ子 （下高尻）

小田　アサヨ （柿木） 中野　毎野 （六日市） 増田　貞子 （田野原）

齋藤　節子 （柿木） 永安　亀子 （六日市） 溝上　マサ子 （注連川）

清水　八重野 （六日市） 西山　智 （白谷） 吉松　ミナヱ （六日市）

中野　毎野さん

谷口　政子さん 藤井　ヨシ子さん有田　トヨ子さん

永安　亀子さん

西山　智さん

吉松　ミナヱさん

溝上　マサ子さん齋藤　節子さん

清水　八重野さん

★写真掲載
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子宮頸がんについて

　　子宮頸がんとは？

・HPV（ヒトパピローマウイルス）の感染が原因と考えられています。

・日本で毎年、約１．１万人の女性が子宮頸がんにかかり、約２９００人の女性が子宮頸がんで亡

くなっています。

・また、若い年齢層で発症する割合が比較的高いがんです。患者さんは２０歳代から増え始めて、

３０歳代までにがんの治療で子宮を失ってしまう（妊娠できなくなってしまう）人も、１年間に

１０００人います。

子宮頸がんで苦しまないためにできることが２つあります

　① HPV ワクチン ⇒ＨＰＶの感染を予防します。

　　日本では、小学校６年〜高校１年相当の女の子を対象に、子宮頸がんの原因となるＨＰＶの

　　感染を防ぐワクチンの接種を行っています。

　②子宮頸がん検診⇒がんを早期発見、治療します。

【平成９年度生まれ～平成１８年度生まれの女性の方へ】

　平成９年度生まれ～平成１８年度生まれの女性の中に、小学６年から高校１年の頃に、ＨＰＶワ

クチンの接種の機会を逃した方がいます。まだ接種を受けていない方に改めてＨＰＶワクチンの接

種の機会を提供しています。

健康コーナー

保健だより
健康・食育・予防

対象となる方　：平成９年度生まれ～平成１８年度生まれの女性で、

　　　　　　　　過去にＨＰＶワクチン接種を合計３回受けていない方。

接種可能な期間：令和４年４月～令和７年３月３１日

接　種　費　用：無料

※対象となる方には案内を送付しています。途中転入された方などで接種を希望される方は

　役場保健福祉課までお問合せください。

ＨＰＶワクチンについてもっと詳しく知りたい方は　厚労省　ＨＰＶ　と検索してください。
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　１０月１２日に子育て世代包括支援センターぴよぴよが離乳食相談会を行いました。離乳食は赤

ちゃんが“飲む”から“食べる”に移行するための大事な食事です。食べる力が育つのはもちろん

ですが、食事の匂いや味、食感から五感が刺激されたり皆で食事を楽しむことで心が豊かになった

りと離乳食を通して体と心の両面が育まれていきます。

保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー食育
「私たちの健康は私たちの手で」

　乳児離乳食相談会を行いました

メニュー　～離乳食中期～

全粥

人参（小さめの角切り）

豆腐（７～８㎜角）

昆布のだし汁

※形態を分かりやすくするため献立は立

てずに食材のみ調理しています。

豆腐ぐらいの柔らかさになる

までじっくりと煮ます。

低月齢の子にはさらに粗

目につぶしたりきざんだ

りして、その子にあった

形態に変えていきます。

　赤ちゃんは味覚が敏感なため、離乳食では薄味が基本

となります。そのため、素材そのものの味やだしの風味

を活かします。

　今回、お母さんたちには離乳食の味付けに使える昆布

のだし汁を試飲して頂きました。

「家で食べるより大きく

切ってあるけど、しっか

り食べていて驚きまし

た。」
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町
内
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
相
互

に
連
携
し
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
福
祉
向
上
に
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
頂
い
て
い
る
の
が
、
吉
賀
町
社
会

福
祉
協
議
会(

以
下
「
社
協
」
と
い

う
。)

で
す
。
社
協
で
は
、
地
域
課

題
の
抽
出
を
目
的
に
地
域
支
え
合
い

会
議
を
公
民
館
単
位
で
開
催
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
毎
の
テ
ー
マ
で
関
係

者
が
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。
町
役

場
と
し
ま
し
て
も
、
行
政
職
員
が
地

域
に
出
向
い
て
、
地
域
特
有
の
課
題

を
共
有
し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
解
決

策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
べ

き
と
の
観
点
か
ら
、
昨
年
度
よ
り
、
こ

の
会
議
に
関
係
課
等
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

去
る
９
月
28
日(

木)

七
日
市
公
民

館
で
七
日
市
地
区
地
域
支
え
合
い
会
議

が
開
催
さ
れ
、
私
も
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
、「
地
域
資
源
の

共
有
」
で
し
た
。
ま
ず
地
区
内
に
あ
る

沢
山
の
社
会
資
源
を
参
加
者
が
出
し
合

い
、
地
域
課
題
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

考
え
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
中
で
抽
出

さ
れ
た
社
会
資
源
の
一
つ
に
「
な
な
い

ろ
食
堂
」
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ

の
地
域
食
堂
の
存
在
に
つ
い
て
、
恥
ず

か
し
な
が
ら
初
め
て
知
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
地
域
食
堂
は
、
社
協

の
「
地
域
お
助
け
事
業
」
と
し
て
展
開

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

住
民
主
体
で
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
や
任

意
団
体
等
が
、
地
域
課
題
や
困
り
ご
と

解
決
の
た
め
に
、
支
え
合
い
・
助
け
合

い
活
動
を
社
協
の
助
成
金
交
付
を
受
け

て
行
う
も
の
で
す
。
社
協
の
担
当
者
の

方
か
ら
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
さ
っ
そ
く
10
月
21
日(

土)

に

は
、こ
の
地
域
食
堂
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
食
堂
は
、
町
民
を
対
象
と
し
た
も

の
で
、
昨
年
11
月
か
ら
七
日
市
公
民
館

で
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
管
理
栄
養
士
、
元

教
職
員
や
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
な

ど
13
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
回

50
～
70
名
程
度
の
方
が
来
場
さ
れ
る
そ

う
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
カ
レ
ー
が
基

本
で
す
が
、
季
節
に
応
じ
て
具
材
や
味

を
変
え
る
な
ど
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。(

毎
回
11
時
30
分

か
ら
、
料
金
は
大
人
200
円
、
子
供
100
円)

初
め
て
の
訪
問
で
し
た
が
、
ほ
か
の
来

場
者
の
皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を

し
な
が
ら
の
楽
し
い
食
事
と
な
り
、
心

和
む
、
温
か
み
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長 Vol.69

岩本一巳

地
域
力
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
！

【訪問当日の食事】

【当日の調理担当メンバーの皆さん】
※受付等は、男性メンバーの皆さんが
担当されていました。

町長コラム

る
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
が
、
自
ら
の
地
域
課
題
を

共
有
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
一
緒

に
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
地
域
支
え
合
い
会
議
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
こ
と
を
実
践
し
て
お
ら
れ
る
「
な

な
い
ろ
食
堂
」
を
訪
問
し
、
地
域
力

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
団
体
が

連
携
し
活
動
す
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
住
み
や
す
い
町
に
し
て
い
き
た

い
、
そ
ん
な
思
い
で
こ
れ
か
ら
も
こ

の
会
議
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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　【
絵
本
と
音
の
じ
か
ん
】

　

10
月
21
日
音
楽
ユ
ニ
ッ

ト
ｅ
ｎ
（
え
ん
）
さ
ん
と

原
田
笑
さ
ん
、
前
田
彩
野

さ
ん
達
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
と
音
楽
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
し
ま
し
た
。

素
敵
な
演
奏
と
朗
読
で
た

く
さ
ん
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉
賀
町
立
図
書
館

≪図書館利用状況１０月≫

●貸出総数　２７７２冊

●貸出人数　　３５８人

●来館者数　　４７２人

[休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日。

・年末・年始の休館

　１２月２８日～１月５日まで

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前に設置

今
月
の
本
の
紹
介

 ≪ベスト・リーダー！１０月≫

　　書　　　名　　　　　著　　者　　

「　遠火　」　　　　　　今野　敏　著

「カモナマイハウス」　　重松　清　著

「青瓜不動」　　　　　　宮部みゆき著　　　　　　　　　　　

「百年の子」　　　　　　古内一絵　著

「蒼天の鳥」　　　　　　三上幸四郎著

図
書
室
だ
よ
り

　

冬
至
。
一
年
中
で
昼
間
が
最
も
短
く
、
夜
が
最
も
長
い
日
で
、
旧
暦
で
は

十
一
月
の
中
頃
、
新
暦
で
は
十
二
月
二
十
二
日
頃
。
太
陽
は
こ
の
日
、
南
回

帰
線
の
真
上
に
あ
り
、
北
半
球
で
は
正
午
の
太
陽
の
高
さ
が
最
も
低
く
な
り

ま
す
。

　

昔
、
中
国
で
は
冬
至
を
暦
の
起
点
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
日
を

境
に
ま
た
太
陽
の
力
が
復
活
す
る
こ
と
か
ら
、
「
易
経
」
に
は
「
一
陽
来
復
」

と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
冬
至
に
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
や
小
豆
粥
を
食

べ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
日
に
村
里
を
巡
っ
て
春
を
呼
び
戻

す
と
い
う
神
の
子
（
大
子
）
を
祀
り
、
そ
の
供
え
物
を
神
様
と
一
緒
に
い
た

だ
く
習
わ
し
か
ら
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
に
か
ぼ
ち
ゃ
を

食
べ
る
と
中
風
（
脳
疾
患
）
に
な
ら
ず
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
も
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
柚
子
を
浮
か
べ
た
風
呂
に
入
れ
ば
風
邪
を
ひ
か
な
い

と
い
う
言
い
伝
え
も
。 な

ぜ
生
き
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
森
顕
徹
監
修

焚
き
火
と
道
具　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
野
正
哉

覚
え
て
お
き
た
い
暮
ら
し
の
基
本
100　
　
　

伊
藤
秀
樹

ち
い
さ
な
か
わ
い
い
お
弁
当　
　
　
　
　
　

吉
田
瑞
子

水
彩
画
の
教
科
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
耕
造

八
日
目
の
蟬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
田
光
代

仕
事
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
元
気

ハ
ピ
ネ
ス　
　
　
　
　
　
　

桐
野
夏
生

う
ず
ら
大
名　
　
　
　
　
　

畠
中　

恵

幸
福
な
生
活　
　
　
　
　
　

百
田
尚
樹

女
ざ
か
り　
　
　
　
　
　
　

丸
谷
才
一

流　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
山
彰
良

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ　
　
　
　
　

吉
村
萬
壱

愛
ふ
た
た
び　
　
　
　
　
　

渡
辺
淳
一

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

図書だより
町立図書館・柿木公民館

【
読
み
聞
か
せ
の
会　

幼
い
あ
な
た
と
一
緒
に
】

　

10
月
11
日
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン
を
通
し
て
、
乳
幼
児

の
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
を
対
象
に
、
絵
本
の
魅
力
や

ど
ん
な
絵
本
を
お
す
す
め
し
た
ら
良
い
か
と
い
っ
た
内

容
で
話
を
聞
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
師
は
、
島

根
県
立
図
書
館
親
子
読
書

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
庵
野
さ

ゆ
り
さ
ん
で
し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ

な
絵
本
に
触
れ
あ
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
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よしか お知らせ

月 火 水 木 金 土・日
体操の時間 受付時間 議会中継日程【１１２CH】 1 ２・３
月曜日～金曜日
６：００～９：００
１５：００～１７：００
体操番組を放送！
テレビの前で

体を動かしましょう

サンネットにちはら
Tel 74-2099
Fax 74-2667

平日　8：30～17：15
（土・日・祝は閉庁）
緊急連絡先

セコムコントロールセンター
Tel 0852-28-0016

島根県議会本会議（生中継）
４日～８日・１１日・１２日・２１日

午前１０：００～
吉賀町議会一般質問
１８日～２０日

津和野町議会一般質問
２５日～２７日

9：00
◎星野由香の
やさしい「ほぐピラ」
予約の取れないカリスマト
レーナーとして知られる講
師が考案した「ほぐす+ピラ
ティス」を融合したメソッド
を紹介　NHK文化センター制作番組

6：00
●ニュース
　サンネット

３日（日）９：５０～
らっせによさこい祭り2023
生中継【112CH】

４ ５ ６ 7 8 ９・１０
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編【11月放送分】

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●やくも
      ～最後の国鉄型特急～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県島根へ行こう！
9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

１０日（日）１０：３０～
しおかぜ駅伝
生中継【111CH】
４年ぶりに開催される浜田
―益田間駅伝競走大会の速
報を生中継でお送りします

島根県議会中継【１１２CH 】

１１ １２ １３ １４ １５ １６・１７
9：00
◎第２回高津川清流杯
     中学校
　バレーボール大会

9：00
●グラントワチャンネル

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎ココロとカラダを
　健康にする睡眠
よい眠りを得るための
睡眠知識と今すぐできる改
善方法を睡眠のスペシャリス
トが伝授します！
NHK文化センター制作番組

6：00
●ニュース
　サンネット

島根県議会中継【１１２CH 】

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３・２４
9：00
◎つわぶき少年野球大会

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●やくも
      ～最後の国鉄型特急～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県島根へ行こう！

9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース・サンネット終了後

ユネスコ無形文化遺産登録記念番組
津和野「鷺舞」

吉賀町議会中継【１１２CH 】 島根県議会中継【１１２CH 】

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０・３１
☆年末特別編成
文化講演会
鷗外忌講演会

☆年末特別編成
蘭学・洋学三津同盟
締結記念講演会

☆年末特別編成
サンネットにちはら杯
モルック津和野大会
ダイジェスト

☆年末特別編成
少年の主張鹿足郡大会
少年の主張島根県大会

☆年末特別編成
近県学校音楽大会

☆年末特別編成
(30日)津和野地域
　　文化芸術の祭典
(31日)らっせによさこ
い
　　  祭り2023

津和野町議会中継【１１２CH 】 ニュース・サンネット年間総集編【１１２CH 】

年末特別編成番組　２５日～３１日に特別番組を一挙放送！ ユネスコ無形文化遺産登録記念番組 サンネット LINE 公式アカウント
○２８日～３１日 ニュース・サンネット年間総集編 【１１２ＣＨ】

○２５日～２８日 令和５年中に放送した特別番組を再放送

○２９日  第７４回近県学校音楽大会（１１月１２日　津和野体育館）

○３０日  第７回津和野地域「文化芸術の祭典」（１１月４・５日　津和野体育館 他）

○３１日  らっせによさこい祭り２０２３ダイジェスト（１２月３日　道の駅シルクウェイにちはら）

２０２２年風流踊のひとつと
してユネスコ無形文化遺産に
登録された「津和野弥栄神社
の鷺舞」をドイツ人研究者の
視点を交えて紹介する
【制作 サンネットにちはら】
２３・２４日
ニュース・サンネット終了後放送

字

字

字

字

 番組情報などお届けします！
 ぜひ友達登録をお願いします！

特

特

特

特

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特12 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２３
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ちょうみんひろば
《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
自
伝
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

幾
星
霜
重
ね
つ
つ
今
年
も
日
々
極
め

て
、
残
少
と
相
成
っ
た
。
光
陰
矢
の
如
し

と
云
う
歳
月
の
経
過
は
、
瞬
く
間
に
過
ぎ

去
り
て
往
く
。
歳
ふ
り
て
此
の
期
を
迎

え
、
常
々
に
思
わ
ざ
り
し
事
は
、
現
世
昭

和
の
風
物
詩
、
或
い
は
、
又
、
風
俗
と
解

し
位
置
付
け
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
、
幾
つ

か
存
在
し
脳
裡
を
霞
め
、
暫
し
蘇
る
。
そ

れ
は
晩
秋
間
近
稲
の
取
り
入
れ
作
業
終
了

時
「
座
頭
さ
ま
」
や
、
又
、「
琵
琶
法
師
」

と
云
う
が
、各
々
の
家
庭
を
「
地
神
詣
し
」

に
て
粗
雑
な
一
重
の
衣
を
纏
い
や
っ
て
来

た
も
の
で
あ
る
。

　

此
の
法
師
は
必
ず
縁
側
よ
り
上
り
、
奥

座
敷
の
太
前
仏
前
に
座
す
。
そ
し
て
家
人

と
挨
拶
方
々
何
や
ら
世
間
一
般
四
方
山
話

の
一
つ
二
つ
か
交
わ
し
て
お
供
え
の
白
米

二
合
余
り
の
傍
ら
の
清
め
水
で
左
右
前
部

を
払
い
清
め
琵
琶
を
三
つ
巴
の
袋
か
ら
取

り
出
し
、呪
文
を
唱
え
て「
ベ
ン
ベ
ン
ジ
ャ

ン
ジ
ャ
ラ
ラ
ン
」
と
か
き
鳴
ら
し
た
。

　

此
の
琵
琶
の
妙
音
が
幼
心
の
琴
線
に
振

れ
し
ば
し
耳
を
傾
注
し
た
。
段
々
と
音
が

烈
し
く
、
又
、
粛
然
と
小
さ
く
此
の
強
弱

の
音
色
に
沈
黙
し
て
聞
き
入
っ
た
。
現
今

も
其
の
余
韻
が
鮮
明
に
残
る
。
神
仏
礼
拝

後
此
の
お
供
え
米
が
御
礼
と
な
る
。
此
の

法
師
は
、
筑
前
乃
国
か
ら
や
っ
て
き
た
と

云
う
。
元
々
天
台
宗
の
お
坊
様
々
も
云
う

が
当
時
近
辺
の
寺
社
院
に
仮
借
毎
年
同
人

で
先
を
急
ぐ
と
云
い
な
が
ら
も
子
ど
も
に

も
気
軽
に
話
し
か
け
た
。
琵
琶
を
触
ら
し

て
も
ら
っ
た
何
か
大
事
そ
う
に
す
る
が
、

そ
こ
は
所
詮
子
ど
も
で
あ
る
。
弦
を
指
で

弾
く
と
微
笑
し
て
い
た
。
自
家
製
の
「
砂

糖
飴
」
を
口
に
含
み
、
共
に
此
の
琵
琶
法

師
の
秋
来
も
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
師
走
と
成
る
と
奥
山
に
「
も
ろ

ぶ
き
」（
裏
白
の
事
）
取
り
に
入
山
。
深

山
は
霰
や
粉
雪
が
「
シ
ャ
ラ
シ
ャ
ラ
」
と

熊
笹
に
振
り
か
か
る
手
足
が
や
け
に
冷
た

い
。
中
腹
で
大
人
た
ち
が
焚
火
を
し
て
い

た
。
す
る
と
、「
お
ー
い
、
そ
こ
の
子
ら

火
に
あ
た
れ
ぇ
！
」
と
云
っ
て
あ
た
ら
せ

て
く
れ
た
。
背
中
い
っ
ぱ
い
背
負
う
裏
白

を
取
り
帰
宅
。
そ
し
て
蓬
入
り
餅
に
黄
な

粉
を
塗
し
て
食
べ
た
味
は
今
尚
、
懐
か
し

く
是
も
年
の
暮
れ
の
回
想
と
し
て
甦
る
も

の
で
あ
る
。

《
寄
稿
》

草
虫
と
戦
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　

十
月
も
後
わ
ず
か
、
山
も
色
づ
き
初

め
、
今
か
ら
美
し
い
山
を
見
せ
て
く
れ
る
。

色
づ
い
た
山
を
見
な
が
ら
畑
へ
と
向
か

う
。
あ
ち
こ
ち
が
草
々
で
あ
る
。
大
根
の

草
を
取
っ
て
や
る
。
今
度
は
虫
が
、
次
々

と
穴
を
あ
け
ア
ミ
に
し
て
い
る
。
黒
い
小

さ
い
虫
を
取
ろ
う
と
す
る
と
落
ち
て
、
土

の
中
へ
も
ぐ
っ
て
し
ま
う
ハ
ム
シ
と
言
う

の
で
あ
ろ
う
か
、
い
く
ら
綱
を
か
け
て
も

土
の
中
に
い
る
ら
し
い
。
前
は
あ
ん
な
に

ア
ミ
に
し
な
か
っ
た
の
に
、
ブ
ツ
ブ
ツ
言

い
な
が
ら
そ
れ
で
も
取
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
白
菜
に
つ
い
て
は
ど
う
も
な
ら
な
い
。

取
る
事
も
出
来
な
い
。
せ
っ
か
く
大
き
く

な
っ
た
の
に
、
こ
の
所
二
、
三
年
な
の
で

あ
る
。
気
候
異
変
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
自

分
た
ち
で
食
べ
る
の
だ
か
ら
、
虫
が
食
べ

る
と
い
う
事
は
、
農
薬
を
使
っ
て
い
な
い

証
だ
か
ら
、
こ
う
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な

が
ら
今
年
も
鍋
を
し
よ
う
と
白
菜
が
ま
く

日
を
待
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
う
思
い
な

が
ら
畑
へ
向
か
っ
て
い
る
。
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《
寄
稿
》

東
南
ア
ジ
ア
「
タ
イ
」
旅
行
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

　

東
南
ア
ジ
ア
「
タ
イ
」
夕
立
ス
コ
ー
ル

の
激
し
さ
六
月
～
十
月
は
、
こ
の
地
域
の

雨
季
「
デ
ル
タ
」
地
帯
。
田
園
も
道
路
も

一
度
豪
雨
を
受
け
る
と
稲
穂
は
見
え
る
け

ど
、
家
の
二
階
ま
で
水
が
上
が
る
時
が
あ

る
と
言
う
。
草
叢
に
い
る
蛇
や
十
セ
ン
チ

く
ら
い
の
蜈
蚣
も
浮
い
て
出
て
、
毒
蛇
に

嚙
ま
れ
る
と
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
、

昔
か
ら
「
ス
コ
ー
ル
」
が
来
た
ら
外
出
も

出
来
ず
、
私
も
道
路
を
渡
る
に
も
往
生
し

現
地
の
人
に
手
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
川
は
東
南
ア
ジ
ア
一

帯
赤
土
を
流
し
た
よ
う
で
、
底
見
え
ず
、

川
の
岸
で
「
パ
ン
」
を
使
っ
て
釣
り
を
し
、

鯛
の
よ
う
な
三
十
セ
ン
チ
位
の
よ
う
で
私

も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
律
儀
な
日
本
人

に
は
一
寸
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
雨
が

降
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
入
れ
暮
ら
す
人

の
慣
れ
る
感
じ
が
心
地
よ
い
と
い
う
の
で

す
。
家
の
中
の
飲
料
水
、
ト
イ
レ
等
ど
う

し
て
い
る
の
か
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
。

　

農
村
部
は
家
の
建
て
方
も
ユ
ニ
ー
ク

で
、
高
床
式
で
床
か
ら
地
面
に
一
メ
ー
ト

ル
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
上
に
あ

り
、
水
が
あ
ふ
れ
て
家
の
中
に
流
れ
込
む

と
水
は
一
ヶ
月
も
引
か
な
い
と
い
い
ま

す
。

　

日
本
で
は
浸
水
し
て
も
、
一
日
で
水
が

引
く
と
い
う
の
と
は
大
違
い
。
田
園
す
べ

て
水
の
中
、
農
業
に
従
事
し
て
い
る
家
で

は
、
小
さ
な
木
の
ボ
ー
ト
を
出
し
て
漁
師

に
代
わ
り
、
綱
を
持
っ
て
ナ
マ
ズ
、
鯉
な

ど
淡
水
魚
を
取
り
、市
場
に
売
り
に
行
き
、

通
学
買
い
物
も
ボ
ー
ト
で
行
く
と
い
う
の

で
す
。
水
上
、
生
活
も
逞
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

欧
米
の
あ
る
社
会
学
の
先
生
は
、
彼
ら

の
生
活
を
見
て
、「
親
水
の
民
族
」
と
表

現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
八
月
二
十
五
日
新
聞
で
は
タ
イ
貢

献
党
セ
タ
ー
氏
六
十
二
歳
が
首
相
に
な
っ

た
と
新
聞
で
読
み
ま
し
た
。

　

不
動
産
会
社
大
手
「
サ
ン
シ
リ
」
を
率

い
た
こ
と
も
あ
り
、
巨
大
な
富
の
持
ち
主

バ
ン
コ
ク
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
で
す
。

《
寄
稿
》

欲
望
お
せ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

お
せ
ち
を
漢
字
で
書
け
ば
、
御
節
で

す
。
色
々
な
縁
起
の
良
い
食
べ
物
を
煮

た
料
理
、
こ
れ
が
「
お
せ
ち
料
理
」
で

す
。
特
に
、
正
月
な
ど
大
切
な
節
目
を

祝
っ
て
、
酒
や
御
馳
走
を
出
し
て
家
族

や
親
族
を
も
て
な
し
た
料
理
と
い
う
訳

で
す
。

　

お
せ
ち
料
理
の
中
に
入
っ
て
い
る
物

を
少
し
だ
け
解
説
し
ま
す
と
、
黒
豆
は
、

ま
め
ま
め
し
く
暮
ら
す
（
健
康
長
寿
）
、

田
作
り
は
、
肥
料
と
し
て
使
え
る
小
魚

に
感
謝
を
込
め
て
、
栗
き
ん
と
ん
は
、

金
色
に
輝
く
財
宝
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

豊
か
な
一
年
に
な
る
様
に
・
・
・
、
他

に
も
「
数
の
子
」
＝
子
宝
、
伊
達
巻
、

紅
白
蒲
鉾
な
ど
な
ど
、
一
年
の
目
標
、

道
し
る
べ
、
手
ほ
ど
き
を
意
味
し
た
、

一
つ
一
つ
大
切
な
意
味
を
持
つ
食
べ
物

で
す
。

　

こ
れ
ら
を
、
年
神
様
と
一
緒
に
食
べ

る
事
で
、
親
族
一
同
い
い
年
が
過
ご
せ

る
様
に
祈
念
し
て
食
べ
ま
す
。

　

昨
今
は
、
年
配
者
に
堅
い
物
は
敬
遠

さ
れ
、
若
い
人
や
子
ど
も
に
も
嫌
が
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
年
配
者
、
女
性
、
子
ど
も

等
の
口
に
合
っ
た
、
好
き
な
物
だ
け
を

詰
め
て
「
お
せ
ち
」
と
称
し
て
い
る
も

の
が
流
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

食
べ
残
し
て
捨
て
て
い
た
の
で
は
、

食
品
ロ
ス
削
減
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
の

世
の
中
の
状
況
に
逆
行
し
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
も
有
り
か
な
と
思
い
ま

す
。

　

好
き
な
物
だ
け
を
詰
め
た
も
の
を

「
欲
望
お
せ
ち
」
と
呼
ぶ
の
だ
そ
う
で

す
。

　

縁
起
物
を
、
一
つ
で
も
二
つ
で
も
口

に
し
て
、
皆
さ
ん
が
、
一
年
安
穏
と
過

ご
せ
る
様
に
と
願
う
、
そ
ん
な
正
月
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ちょうみんひろば
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ちょうみんひろば

　
《川
柳
》

好
奇
心
お
し
ゃ
べ
り
な
人
ネ
タ
豊
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

お
し
ゃ
べ
り
も
本
音
は
出
さ
ぬ
里
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

喋
り
す
ぎ
俺
の
つ
け
い
る
隙
間
無
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

病
院
も
お
し
ゃ
べ
り
会
で
も
り
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

聞
く
耳
は
持
た
な
い
し
ゃ
べ
る
口
ば
か
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

お
し
ゃ
べ
り
も
口
車
に
乗
り
か
わ
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

お
ば
さ
ん
の
お
し
ゃ
べ
り
は
何
時
終
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
過
ぎ
乗
り
遅
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

お
ば
さ
ん
が
２
人
そ
ろ
え
ば
長
話
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

運
動
会
ジ
ャ
ン
ケ
ン
リ
レ
ー
運
ま
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　《
俳
句
》

曼
珠
沙
華
立
札
た
て
て
道
つ
け
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

秋
の
日
や
父
の
書
斎
に
我
が
卒
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

妹
抱
っ
こ
秋
晴
れ
の
参
観
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

一
葉
落
つ
媼
の
丸
き
背
に
触
れ
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

銀
漢
や
弟
達
は
先
に
逝
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

山
の
端
に
現
れ
し
名
月
真
珠
色　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

コ
ス
モ
ス
の
風
や
媼
の
帽
子
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

板
の
間
の
足
の
裏
に
も
秋
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

兄
弟
で
秋
の
宮
島
あ
な
ご
め
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　《
短
歌
》

感
情
の
起
伏
は
げ
し
き

　
　

老
い
に
出
合
入
り
我
を
悩
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

虫
達
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
涼
風
も

　
　

祝
っ
て
く
れ
る
我
が
誕
生
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
み
ど
り

栗
ご
飯
ま
ず
包
丁
を
磨
ぐ
キ
ミ
と

　
　

皮
を
剥
き
剥
き
む
か
し
ば
な
し
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原　

常
代

詰
ま
り
た
る
草
取
り
除
け
ば
滝
の
ご
と

　
　

水
は
田
に
入
り
広
が
り
ゆ
き
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

こ
の
友
と
再
び
逢
ふ
こ
と
あ
り
に
し
や

　
　

最
後
と
決
め
し
会
の
終
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
10
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～

　 

（
10
月
届
出
）

内
藤　

悠
楽
（
ゆ
ら
）
さ
ん

　
　

裕
太
郎
・
亜
由
美
さ
ん
の
子　

六
日
市

齋
藤　

清
司　
　

さ
ん　

78
歳　
　

白
谷

川
口　

信
子　
　

さ
ん　

76
歳　
　

立
河
内

三
原　

ミ
サ
ヲ　

さ
ん　

102
歳　
　

七
日
市

小
川　

敦
士　
　

さ
ん　

85
歳　
　

七
日
市

是
此
田　

信
子　

さ
ん　

89
歳　
　

六
日
市

新
藤　

康
朋　
　

さ
ん　

83
歳　
　

蔵
木

尾
﨑　

桂
子　
　

さ
ん　

74
歳　
　

立
河
内

齋
藤　

徳
雄　
　

さ
ん　

94
歳　
　

白
谷

竹
内　

美
佐
代　

さ
ん　

88
歳　
　

立
戸

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知

ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く

だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢

字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載

し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲

で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
作
品
の

内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ

い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い

た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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